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１０連休も終わり、新しい元号である「令和」がスタートしました。天候にも恵まれ、行楽地は

大勢の人でにぎわったようですが、みなさんはどんな休日を過ごされたでしょうか。例年になく長

いＧＷだったため、休み明けの子どもたちの様子が少し心配でしたが、登校渋り等も 

なく、これまでと変わりない元気な子どもたちの姿が、学校に戻ってきました。 

 

家庭訪問 

８日～１４日までの５日間に、学級担任による家庭訪問をさせていただきました。各担任から、

４月からの学校でのお子さんの様子を伝えさせていただき、保護者のみなさんからは、お家でのお

子さんの様子等をお聞かせいただきました。家庭訪問を機会に、各担任が各地域を回ることにより、

通学路の状況や校区内の安全点検等も併せて行いました。保護者のみなさんには、お仕事の時間調

整などにご協力いただき、ありがとうございました。それぞれのご家庭からお聞かせいただいたこ

とを、今後の教育活動に活かしていきたいと思います。 

 

みんなで決めたことを、みんなで守る 

 新年度（新しい学年）がスタートしてから１ケ月が過ぎました。各学級担任が替わり、子どもた

ちとの新しい出会いに始まり、この１ケ月間は、担任と子どもたちとの信頼関係づくりを基盤とし

た学級づくりに取り組んできました。何事も始めが肝心であり、いい感じでスタートが切れれば、

その後もスムーズに流れていきます。ところが、始めにつまづいてしまうと、その後もぎくしゃく

としてしまいます。 

子どもたちが学校生活（集団生活）を過ごす中には、様々な決まりごと（約束やルール）があり

ます。そのことにより集団の秩序が保たれ、みんなが心地よく過ごすことができます。「決まりだ

から守らなければダメ」と言う前に、「なぜその決まりがあるのか」「守ることによって、どんない

いことがあるのか」が理解されていなければ、なかなか決まりを守ることができません。 

年度始めの「学級づくり」に取り組むにあたって、子どもたちと向き合う際の基本的な心構えや

姿勢、子どもの行動のとらえ方と言葉がけのあり方など、教職員で共通理解を図りました。子ども

の側からすれば、「決まりだから」「ルールだから」と大人から押し付けられる印象をもっている限

り、状況はなかなか改善されません。そればかりか、相手の大人に対して悪いイメージを抱き、人

間関係もぎくしゃくしたものになりかねません。子どもたちに様々なことを指導する立場にある教

職員は、子どもたちのお手本でなければなりません。子どもたちに約束やルールを守ることを指導

する前に、我々教職員自身が約束やルールを守れる人でなければなりません。 

「みんなで決めたことを、みんなで守る」、これは大人であれ子どもであれ 

当然のことであり、集団生活を営む上での基盤となることです。この言葉を合 

言葉に、教職員も子どもたちも同じ気持ちで毎日の学校生活を過ごし、誰もが 

心地よく楽しい塩浜小学校を、みんなの力で創っていきたいと思います。 

 

 学校づくりビジョン 

 本年度の「学校づくりビジョン」は、「学校教育目標」及び「めざす子どもの姿」「めざす学校の

姿」は昨年度のものを継続し（一部表現に修正を加えました）、新たに「めざす教職員の姿」を加

えました。また、「子どものビジョン」として、子どもたちにわかりやすい言葉でこれらのめあて

を示し、各教室に掲示しました。 

＜裏面に続く＞ 

塩浜小 学校だより 



 

 ○ 学校教育目標 「豊かな心をもち、自ら考え、進んで行動する子どもを育む」 

 ○ めざす子どもの姿 「よく考える子、共に生きる子、たくましい子」 

 ○ めざす学校の姿 

・子どもの笑顔が、きらきら輝く学校  ・子どもが心身ともに、ぐんぐん成長する学校 

・安全・安心で、家庭や地域とともにある学校 ・教職員が、元気でやりがいのある学校 

 ○ めざす教師の姿 

・子どもに寄り添い、家庭・地域と共に歩む教職員 

・確かな人権感覚と教育への使命感をもつ教職員 

  ・豊かな創造力をもち、自己研鑚に励む教職員 

  ・主体性と協調性をもち、自ら行動する教職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お詫びと訂正】 

・「ＰＴＡ総会要項」の中にある年間行事予定で、「スポーツ鬼ごっこ」が６月１日（土）となっ

ておりましたが、正しくは６月２日（日）です。お間違いのないようお願いします。 


